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アメリカ資本主義と 民主主義の 

関連をめぐる 一考察   

柄 井 敏 朗 

原料生産にまで 拡張すべきかをめぐる 論争一一 
Ⅱ 18220 年代「アメリカ 体制」の経済構造 

に 関連して， 明確に後者の 立場を主張する 大会 

B. 1820 年代の合衆国における 経済的基礎 過 であ った ") と 。 

程 (D) 一一産業構造と 経済構造一一   一ユ 一 " イングランドの 毛織物工業の 利害を 

C2)  「アメリカ体制」の 形成 代表する議員は ，連邦議会で ，経済発展は 製造 

( 日 )  「東部」の毛織物工業と「西部」の 羊毛 業の発展によって 導かれると主張して ，保護の 

生産 対象を製品だけに 限り，原毛の 海外からの自由 

新興の木綿工業が ， 1819 年恐慌から景気をた 輸入を強調した。 これに対して 羊毛生産の利害 

て 直し アメリ ヵ 経済を安定した 発展軌道へ 定 を代表するニュー・ヨーク 州の代表は，原毛生 

- 畳させる上で 重要な推進的役割を 担った産業で 産 ， したがって牧羊業の 保護をも含む 農工連帯 

あ ったことほ， これまでみて 来た。 が ， 同じ時 保護制度を要求していた ") 。 

難に進展した 毛織物工業の 近代的産業への 転成 1828 年の関税法が ，結局，後者，すなわち ， 

は ，植民地時代に「農業の 末 商 としての工業」 ハリスバー グに 結集した諸利害の 利益の貫登 

(A. スミス ) として成立・ 発展して来た 産業 ( したがって反対派から 見れば「忌まわしい 関 

が ，産業革命後のイギリスとの 競争に直面する 税法」 Labominable tari 何の制定 ) となった ") 

中で， どのような対応を 迫られるかを 生き生き ことは よ く矢口られている。 

とした姿でさし 示す典型例を 提示している。 「アメリカ体制」構築理俳の 最大の昂揚とも 

そればかりではない。 それは，われわれの 当 い う べ き 1828 年関税法の制定をめぐるかかる 利 

面の課題であ る 1820 年代の関税論争の 背景と 性 害 対立   セクシ。 ン問 および各産業部門間の 
格を理解する 上にも，見逃すことの 出来ない 好 それ一一が，この 時期の合衆国の 資本主義の発 

例を提供しているのであ る。 展 のなかで一体どのような 構造的意味をもって 

1827 年ペンシルヴェニア 州の首都ハリス、 ハ一 い たか。 以下，われわれは ， この問題の基礎 過 

グで 開催された Penns ㎡ vania Society for the  程を究明してゆくことにしたい。 

Promotion  of  MIanufactures  の大会は ， い わ 1820 年代の合衆国で 毛織物工業のおかれた 状 

ば 保護主義者の 全国決起集会の 性格をもつもの 況は，農村工業が 全盛時代であ った 1760 年段階 

として有名であ るが 8 の，それに対して ，研究史 から著しく変化していた。 それは 1830 年前後に 

上 ，次のような 評価が与えられている。 すなわ 確立してくる 工場利生産への 最終的移行段階に 

ち ，当時連邦議会でたたかわされていた 政策論 あ ナ Ⅰ @89) 。 
羊一一保護の 対象を最終製品に 限定すべ きか， 原毛生産から 製品生産までを 農村の家内工業 
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第 6 表 1821 ～ 40 年に合衆国に 輸入された毛織物製品および 羊毛 
( 単位 万ドル・ 老 ) 

カーペ フランキ 
年次 輸入総額メリノ シ毛 

厘毛 (wooIen  ㎝ d 

      
1821 744@ 504(67.8)@ 43(@ 5.8) 20  177(23.7)       

22 1,219@ 849(69.5)@ 99(@ 8.2) 43  227(28.7)       

23 827@ 584(71.@7)@ 60C@ 7.@3) 31@ 150(18.2)       

24 839@ 520(44.5)@ 53(@ 6.3) 32@ 216(25.7) 4  一一 14   

2@ 。 1,139  526(46.2)  89C  7. の 37@ 228(20.2) 52  107(  8.9) 100   

26 843@ 455(53.8)@ 53( %U 3 ） 19  114(13.5) 55  59C  6.  9) 89   

27 874@ 429(48.5)@ 73(@ 8.4) 38  Ⅰ 38(13.2) 51@ 59(@ 6.7) 90   

28 868  436(50.5)  62C  7.2) 37  145(16.8) 58  67(  7.  7) 68   

29 688  334(48.3)  46C  6.7) 23@ 160(23.2) 32  38(  5.  5) 55 む   

30 577@ 285(49.4)@ 59(10.3) 13  140(24.2) 20  27(  4.7) 32   

31 1,263@ 612(48.3)@ 118(@ 9.2) 33  339(26.5) 42@ 70(@ 5.6) 49   

32 999  510(51.2)  60(  6.0) 26  262(26.2) 56  50(  5.0) 35   

33 1,326  613(45.5)  117C  8.8) 46  428(3 Ⅰ． 7) 32@ 29(@ 2.2) 5 Ⅰ 10 

34 1, Ⅰ 88  436(36.6)  Ⅰ 07(  9.0) 38  506(42.6) 40@ 24(@ 2.0) 20 17 

35 け 1,783  705(39.8)  187(10. の 65@ 655(38.1) 60@ 40C@ 2.3) 45 む 26 

36 2,108@ 895(42.3)@ 240(12.6) 70@ 667(31.5) 96  48(  2.3) 71 21 

37 850@ 302(35.7)@ 96(11.3) 18  335(39.5) 62@ 11(@ 1.3) 9 17 

38 1,151@ 535(46.@5)@ 95(@ 8.@3) 36@ 393(34.2) 32  16(  1.4) 32 Ⅰ 4 

39 1,858@ 736(39.6)@ 136(@ 7.6) 104@ 703(37.5) 61@ 29(@ 1.6) 52 37 

40. 907  482(53.5)  57(  6.3) 51  239(26.5) 34  19C  3.  3) 22 10 

Hunt ， s@ Merchants ， Magazine ， Vol ． X@ (1844) ， pp ・ 182-183. 

として一貫して 行なっていた 段階から，原毛生 ( 第 6 表および第 3 図 ) 。 

産 ( 牧羊 業 ) と毛織物生産が 分離し，社会的分業 第 3  図 1815 ～ 34 年にイギリスから 合衆国へ 輸 
として独立して 営まれ始めたぱかりではない。 出された広幅 織 ， ウステッド ， Ⅹ er ㏄ y 

毛織物の製品そのものが ， イギリス製品との 競 ( 単位 1,000 度 ) 

争 ，あ るいは運輸・ 交通手段の変革，市場の 拡 

張 にともなって 多様化するに 至り，それぞれの 

製品に対してそれに 見合った原毛を 選ばねばな 

らない状況さえ 生じていた。 A. H. コールの 研 

究によ りながら多様化の 状況をみてゆくと 次の 400 

通りであ る 9 。 ) 。 

最上質品は広幅 織 (broad cIoth) であ った。 

だが植民地時代からその 生産基盤がなかったか 

ら ， イギリスからの 輸入品を排し 海港都市市民 

の 需要を満たすためには ，製法の確立と 必要 原 

毛の確保が不可欠であ った。 あ とでみる保護 育 

成案のなかで ，やっと 1825 ～ 30 年に発展の基礎 18 Ⅰ 5 1820 1825 1830 1835 

固めをしたが ，それでもなおイギリスからの 輸 A.H, CoIe,  T んそ 八 %ertic& れ WloooZ  M 才 Ⅰ れひル c ル化， 
人品を全面的に 排除するまでには 至らなかった Cambridge,  Mass. 1929,  Vol.  I,  p.150.  より。 
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この時期中級以上の 製品として愛用され 生産 

を大ぎく伸ばしたものが ， cassimere と kersey 

であ った。 これももともとイギリスからの 輸入 

品としてお目見したものであ ったが， 色 ，デザ 

インの点では 外見上広幅 織 と大差なく，品質で 

のみ劣るもので ，中流向 け 普及 品 であ った。 生 

産が大きく伸び ，イギリスからの 輸入は減少し 

た。 ， ) ( 第 3 図 ) 。 

satinet は， この時期合衆国で 考案された織 

物で，綿糸を 経糸，毛糸を 緯糸にして織り 上げ 

た 新製品であ る。 1810 年頃 から生産され 始め 

た。 並製以下であ るが，価格も 安く丈夫であ っ 

たから，ひろく 愛用され，仕事着に 使用され 

              生産者にとっても ，経糸が綿糸で 効率的 

に生産されコストが 安かったこと ，緯糸に使 う 

毛糸も上質原毛を 用いる必要もなかったことか 

ら利点が多く ， 1820 年代に最も成長し ， 1830 年 

を 占めた㈹。 

最低級品は通常 く negro cloth ノと 呼ばれた 

cassinet であ る。 これも satinet と同様，経糸 

を綿糸，緯糸を 毛糸で織った 織物で ， 1820 年代 

に急速。 こ 成長し，重要な 地位を占めるに 至っ 
申 @@ -94) o 

毛布は工場生産は 稀で ， 1830 年代になっても 

依然として重要な 輸入品であ った ( 第 4 図，第 

6 表 ) 。 これに反し下着に 使用される ブ ラ ソ 

ネルは， もっとも生産の 伸びた部門であ った。 

仕上げに手数がかからなかったこと ，国産の粗 

製原毛で間に 合ったこと，製法が 簡単であ った 

ことが，この 織物の生産を 高める原因 勒で ，イ 

ギリスからの 輸入は著しく 減退した ( 第 4 図， 

第 6 表 ) 。 

総じていえることは ，合衆国における 毛織物 

工業は， 1820 年代未までに 工場側生産を 一応 確   
頃 には工場で生産される 毛織物 中 ，約 し ， 2 近く 立したということであ る。 一応と述べたのは ， 

第 7 表 1821 ～ 40 年に合衆国へ 輸入された主要製品 ( 単位 万ドル・ 拷 ) 隻 年 次 １１ 糸 吊 翼 ロ口 は ) 
羊毛及び 生糸及び 亜麻布及び 
毛織物 田 絹 製品田 亜麻 型刷 1) 

  

1821 759(12.1) 744(11.9) 447( 7.2)@ 256( 2.9) 
22@ 1,025(12.1)@ 1,219(14.5) 684(  8.2) 413C@ 4.9) 
23@ 855(11.0) 827(13.2) 672C  8.7) 380(  4.3) 
24  890(11.2) 839(10.2) 720(@ 8.@9) 387(@ 4.3) 

25@ 1,210(12.5)@ 1,139(12.0)@ 1.030(10.7) 389(  4.1) 
26@ 835(@ 9.8) 843(10.0)@ 833(@ 9.8)@ 299C@ 3.5) 

27@ 932(11.7) 874(11.1)@ 671C@ 9.3)@ 266(@ 3.3) 
28  1,100(12.4) 868(  9.  8)  769(  8.  7) 324(  3.7) 
29@ 836(10.5) 688(  9.3) 719(@ 9.7)@ 284(@ 3.8) 
30  786(11.5) 577C  8.2) 593(  8.  4) 301@(@ 4.2) 

31@ 1,609(15.6)@ 1,263(12.2)@ 1,112(10.7) 379C  3.7) 
32  1,040(10.3) 999C  9.9) 925C@ 9.@2)@ 407(@ 4.1) 
33  766( 7.1)  1.326(12.1) 950(  8.8) 313C  2.  9) 

34@ 1,015( 8.4)@ 1,188( 8.2)@ 1,100( 8.7) 549C  4.3) 
35  1.537(11.0)  1,783(11.9)  1,668(11.2) 647(@ 4.3) 
36@ 1,788(@ 9.5)@ 2,108(11.5)@ 2.298(11.4) 931  (  4.9) 
37@ 1,115(12.7) 850(@ 6.1)@ 1,435(@ 9.7) 554(@ 3.9) 
38  660(  5.8)  1,151C  8.4) 981C  8.7) 397(  3.5) 

39  1,491( 9.3)  1,858(11.4)  2,168(10.6)  770( 4.8) 
40  650(  6.3) 907(  9.  0) 976(11.5) 461(  4.4) 

(l@  H 磁ダ 5  %der 柵 0nfS, 九 % 解 zi れ e,  Vol.  :(  (1844),  P.181   
(2)@ Ibid ， ， Vol ， IV@ C1841) ， pp ， 193-194   
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283C  3.  5) 

371C@ 3.8) 

319C  3.  8) 

397(@ 4.@9) 
418C@ 4.7) 

343C  4.6) 

366C  5.2) 
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475(@ 3.8) 
535(@ 3.5) 

788(@ 4.@2) 
653(  4. の 

361(  3.2) 
651(@ 4.0) 

318C  3.1) 

 
 

 
 

輸入総 楓 2) 

6.259 

8,324 
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8,055 

9,634 

8. 497 

7. g48 

8,851 

7,449 

7.088 

10.319 

10,103 

10,812 

12,652 

14,990 

18,998 

Ⅱ， 098 

1 Ⅰ 1372 

16,209 

10,481 
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それが上質の 広幅 織 よりも， cass ㎞ ere, kersey, 

sa 血 net, casslnet フランネル，という 中級品以 

下に限られていたからであ る。 この ょう な事態 

が，当時の合衆国の 毛織物工業を 取囲むさまざ 

まな環境のなかでどのような 意味をもっていた 

め だ るぅか   以下この問題を 検討しょう。 
第 7 表からわれわれは 次の事実を読みとるこ 

とが出来る。 

第一。 毛織物の輸入は ，編製品および 編製品 

の 輸入と並んでこの 時期の合衆国輸入品 中 きわ 

めて大切な地位を 占めたこと。 

第二。 1821 ～ 40 年の毛織物の 輸入は，価格 べ 

一ス でみると上下変動が 見られるが，合衆国の 

輸入総額に占める 比率でみるとそれほど 大きな 

変化 は なく，大体 皿 % 前後で，輸入総額に 占め 

る編製品の比率にほぼ 匹敵していること。 

第三。 価格べ ー スの変動は， 1825 年， 1835 ～ 

3f 年に急増していることから 見て， イギリスの 

景気変動にかなり 左右されていることが 想定さ 

れること。 6) 。 以上であ る。 

絹 製品の輸入は 主としてフランス。 編製品 お 

ょび 毛織物製品はイギリスからであ った。 

ところで毛織物製品輸入の 中味を第 6 表およ 

びコールの研究 ( 第 3 図と第 4 図 ) に よ りなが 

らも う 少し突込んで 検討してみると ，大変興味 

ぶかい事実が 明らかになって 来る。 

第一。 イギリスから 輸入される毛織物のうち 
とくに重要であ ったのは，合衆国ではほとんど 

生産されないウステ ，ド 製品であ った ") こ と 

( 第 3 図 ) 。 

第二。 独立後合衆国でも 生産され始めた 広幅 

織の輸入は ， 年によって増減はみられるもの 

の， 1820 年代を通して 傾向としては 一向に低落 

せず， 1830 年前半の繁栄期にはかえって 輸入量 

を増加させていること ( 第 6 表，第 3 図 ) 。 

第三。 kersey は漸次減少し 1830 年代には ネ 、 

グリジブルになっていること。 このことはフラ 

ンネルについてもいえる ( 第 3 図，第 4 図 ) 。 

第四。 毛布の輸入 は 殆ど変化なく 続いている 

こと ( 第 4 図 ) 。 
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A.H. Cole,  T ル A 笏 6ricon  lWooZ  』 イ d れ ひ が &ct ぴ托 ， 

Camb,idge, Mass. 1929, Vol. I, p.152,  より。 

したがって， 1821 ～ 40 年を通じて合衆国の 輸 

入総額 中 ほぼ 11% 前後の地位を 占めたイギリス 

からの輸入毛織物は ， 主としてウステ " ド 製品， 

広幅 織 ，それに毛布であ ったことが知られる。 

イギリスは，すでに「マニュファクチュアの 

燗熟期 」をもって知られる 18 世紀の前半に ， ㎎ 

世紀の国際的商業戦を 彩った 旧 毛織物工業 ( 広 

幅 織を中心とした woollen jndstry) から，新 

毛織物工業 (worsted jndustry) への転換を終 

え "), 後者を輸出の 宗家として世界市場の 再編 

成を達成していた。 

イギリス産業革命双夜，重商主義期の 世界面 

場は， 何よりもまずかかるイギリス 新毛織物工 
業を中心にして 編成されたそれであ った。 " 。 ア 

イルランドや 新大陸植民地で 発展し始めていた 

毛織物工業に 対する抑制策は ， イギリス 重 商主 

義 帝国の形成を 示す好例であ ったし，特権 マニ 

ュファクチュールを 中心にしたフランス・コル 

ベール主義， フリードリヒ 大王の国内産業保護 

育成政策は，新毛織物工業を 中心に世界市場の 

再編成にのり 出したかかるイギリス 重商主義の 

世界経済戦略に 対する対応策であ った ， 。 。 ) 。 

したがって，産業革命の 進展とともにイギリ 

ス繊維工業の 中心が毛織物工業から 木綿工業へ 

大きく転換しそれにともなってイギリスの 産 

業 構造，金融構造， さらに世界市場の 構造も ， 
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ようやくこの 木綿工業中心に 大転換される 緒に 

ついた 1820 年代，合衆国向げになされるイギリ 

スの毛織物輸出が ， このウステッド 製品を軸に 

して展開したことは 容易に頷けるであ ろう。 

合衆国の毛織物工業は 植民地時代末期に 農村 

工業としてかなりの 発達をみせていたとはい 

え，新毛織物工業への 転換をなし遂げて い なか 

ったばかりか ，広幅織の生産においてさえ ，十 

分ではなかったⅢ ) 。 したがって合衆国は ，タ ス 

テッドの製造はともかくとして ，植民地時代か 

ら都市市民によって 多く需要され ，建国後も引 
き続きイギリスからの 輸入品に依存し 続けてい 

た， め 広幅織の生産を ， 国内で確立することに 

力が注がれることになった。 

歴代の大統領は 就任演説でその 必要性を強調 

したし各州，各都市に 設立されたほとんど 同 

目的の「国内産業育成会」は ，具体的にそのた 

めの政策を立案した、 。 3)0 

しかし， この ょう な，広幅織を 中心とした 都 

両市民向け毛織物生産の 奨励は，合衆国の 毛織 
物工業の発達に ，いままでなかった 要素を注入 

するものであ った。 すなわち，それまで 農村工 

業として営まれていた 自家用品を主とする 粗製 

品の生産と並んで ，高級品から 下級品に至るま 

での市場同げ 生産を，他でもなくイギリス 製品 

の輸入 防 追を目的に開始することになったので 

あ る。 さきに見た広幅 織 ， cass ㎞ e,e, kersey, 

satinet, cassinet, フランネル，などの 生産は， 

このようにして 開始されたものであ った " 

1827 年ベンシルヴェニア 州 ハリスバーバに 集 

った保護主義者たち ， とくにここで 問題にして 

L. 、 る 毛織物工業者および 牧羊業者は， この時期 

になってもなお 自生的な発展を 希求する農村工 
・ ・ ． ． 

業の末 商 でほなかった。 かれら」 ノ そ，今 まさに @ 

何にもまして 保護育成を国民的に 祈願されてい 
・ ・ ・ ， ・ ． ． ， ， ・   

る アメリカ広幅織の 関係者だったのであ る，。 。 ) 。 

この間の事情をもう 少しはっきりさせるため 

には，毛織物工業の 生産過程にまで 立ち入って， 

事実関係を明らかにしておく 必要があ る。 

毛織物工業における 工場利生産の 開始は ， ィ 

ギリスとはちがって 木綿工業とほとんど 同時期 

(18 世紀末から 19 世紀初め ) であ った。 木綿工業 

が「出航停止 令 」 (Emb",go A 。 t. 1807 年 ) から第 

二対英戦争 期 に急速に展開したように ，毛織物 

工業における 工場 制 生産の端緒も 大体この時期 

におかれている ") 。 毛織物工業における 工場 制 

生産は， この時期に移民によってもたらされた 

準備工程への 杭手 機 CCa 「 djng m 、 。 hmne), 。 6), 紡 

毛工程への ジ，ニ 一統 機 ")( さらに水力で 運転 

されるジャック 紡機 ) を，植民地時代から 存在し 

ていた仕上げ 工程での縮縊機 (fu Ⅲ ng ma 。 hine) 

と統合して，体系立った 工場設備に 纏げ 上げた 

企業家によって 開始されている。 端的にいえ 

ば，縮縊工場の 中 v こ杭 手機， ジ， ニ一統 機が附 

設 されたのであ る，。 ， ) 。 こうした中で 織布 工程 

への力織機の 一般的導入は 一番遅れ，大体 1825 

～ 30 年頃 であ った，。 。 ) 。 この時期に， 準備・紡 

毛・紙布・仕上げの 全工程を一つの 工場に装備 

した「統合企業」 (integ,"ted 。 omp"ny) が一般 

化したと見て よ いであ ろがⅥ。 近代的毛織物 

工業の基礎が 確立したとされる 時期が ， 1830 年 

代初めにおかれるのはこのためであ る。 

投資資金は，初期には ，①・外国貿易からの 利 

益 ，②その他の 産業，例えば デ ，ボンのよう ひこ 

火薬工業， スレイ タ 一のように木綿工業の 利益 

から調達されたが ， 1820 ～ 30 年にほこの部門で 

獲得された利潤が 再投資されている "1) 。 F マク 

レイン報告書』によると ，地主   しかも商売 
に 精通し，工場労働者を 直接監督したことのあ 

る地主   が投資に参加したとも 記されてい 
る， ②。 企業形態 は 個人企業，         トナーシップ 

が多く，株式会社形態のものもあ った "3) 。 

かかる統合企業の 成立によって ，農村の家内 

工業は少なくとも「東部」では 激減した。 西漸 

運動にともなって ぺソ シルヴ ， ニア 州， ニ，   

ヨーク川西部， さらに「西部」諸州で 復活する 

もののそれも 束の間， これらの地方で 工場生産 

が 開始するにつれて 1830 年代には 自   ．減してしま 

った " 。 ， 。 「家内工業の 没落」でめる。 

ところで合衆国で 近代的毛織物工業が 発達す 



18@ (176) 横浜経営研究 第 Ⅲ 巻 第 3  号 (1982) 

るためには，いまみた 技術問題とならんでもう 

一つ重要な要件が 加味されねばならなかった。 

それは原料問題であ る。 

原料の大部分は 国内で調達された。 しかし国 

産種の羊 は 植民地期末期に 比して特別に 品質改 

良 がなされたわ け でなかったから ， ここに特別 

の原料問題が 発生してくることになった。 それ 
・ ． ． ． ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 

は上質原毛の 安定的確保という 問題であ った。 

広幅織の原料は 長繊維の上質羊毛であ った。 

しかしこれを 産出する羊は 建国前の合衆国には 

存在せず，したがって 広幅織の奨励は ，スペイ 

ン産メリノ 種 "5) の導入・育成と コ， にして推 

奨された，⑥。 " リスバーバ大会 (1827 年 ) を召 

集した PennsyIvania Society for the Prom 竹 

tion of the Manufactures だけでなく，各地の 

「育成会」も 一致してこれを 推進した。 その背 

後にあ ったものは「国産羊毛の 改良がなけれ 

ば，国内市場向け 工場生産は覚束ない」という 

認識であ った "7) 。 第二対英戦争後の 不況期と 

1819 年恐慌で，毛織物工業が 打撃を受けたあ と， 

一時広幅織の 生産も低迷しそれにつれてメリ 
ノ種の育成も 行詰ったが，景気の 回復 (1823 年 

頃 から ) とともに今度はサクソニア 種の導入、 ，， ) 

もはかられ， これらが， ヴァーモント 州， ニ， 

一 ・ヨーク川西部， さらに「西部」諸州に 定着 

するに伴って ， 1827 ～ 28 年段階のあ の原毛生産 

保護の要求基盤を 形作ってゆくことになった。 

このことは， この時代の関税問題を 考える上で 

とくに重要な 事柄であ るので，記憶に 留めてお 

かねばならない。 

cass ㎞ ere および kersey の原料も， 国産の 

粗悪原料でほなく ，上質の原毛であ った。 だが， 

1820 年代を通じて 増大し続ける 生産に対して 国 

産の上質原毛の 供給は追いつかず ， これは当然 

のこととして 外国産輸入に 依存することになっ 

た " 。 ) 。 広幅織の生産とメリノ 種 ，サクソニア 種 

等の上質原毛供給者の 利害が一致したのに 対し 

て， cassime,e および kersey の生産は海外か 

らの輸入原毛と 結びついた 点 注目されたい。 

satinet の原料は国産の 粗製原毛であ った。 も 

つ とも 1820 年代には国産原毛も ，原種とメリノ 

種 ，サクソニア 種の混交が進んだことで ，かな 

り品種が改善された " 。 ) ことは注意さる べ ぎで 

あ る。 

cassjnet C いわゆるく negro cloth ノ ) は， ト 

ルコ，南米等からの 輸入粗悪原毛を 原料とし 

た ",) 。 毛布の原料も 同質の輸入粗悪原料であ 

った ， 2 幻 。 当時合衆国で 生産された国産原毛は ， 

毛布の原料としては 上質すぎたので ，別の用途 

にまわされたのであ る "3) 。 1820 年代に著しく 

生産を伸ばしたフランネルは ，原料として 国産 

の原毛を使用した。 

さて以上織物と 原料との関係が 明らかになっ 

たところで，われわれは ， 1820 年代の関税論争 

におけるかのニュー・インバランド 毛織物業者 

( その中心はコネティカット 州 ),, 。 ) と r 西部」 

の牧羊業者との 利害対立の意味を 検討しておぎ 

たいと 届 け。 

理論的に考える 時 ，製品の輸入に 対して高 閲 

税 ，原毛輸入に 低関税または 免税を主張した 毛 

織物工業者が ，原料に輸入原毛を 使用し，同時 

に 技術と企業組織の 近代化を達成させ ， この時 

期 に生産を急増させて 外国からの製品輸入を 防 

遇 した cass ㎞ e,e, kersey 等の生産者であ った 

だろうことは 容易に想定できる。 これに対し 

て，原毛の輸入も 製品の輸入もともに 高 関税を 

課して遮断さるべきことを 主張したのが ， この 

時期に至っても 順調な発展軌道に 乗れない広幅 

織の生産者であ り， この国産広幅 織 に原毛を供 

給する立場に 立つメリノ 種 ，サクソニア 種の生 

産者であ っただろうことも ，容易に窺える。 

だが，われわれはここでかか ろ 仮説に一つの 

重大な留保をつげておかねばならない。 それは 

この時期の合衆国の 毛織物工業者が ， 一つの製 

品，例えば広幅 織 ， cass ㎞ ere, あ るいは satinet 

等の生産に専業化せず 多種の・・・・・ ，これらを含めて ・・・ 

・・・・・・・・・・・・・ 製品を組合せて 生産していた 事実を知っている 

からであ る 。 このことは『マクレイン 報告書 凹 

から知られる 事実 " 。 ) であ るが   恐らくはいま 

考察している 原料問題に原因があ る よう に思わ 
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れる。 すなわち，国産品にせ よ 輸入ものに せ な 相違があ る。 この相違 は ，業種間の利害対立 

よ ，原料の確保がいまひとつ 安定していなかっ に 加えて，毛織物工業のばあ い同様，セクシ。 

たこの段階で ，特定の製品の 生産に専業化する   シ 間の利害対立を 顕在化した，当時合衆国第一 

ことの企業上の 危険からであ る。 企業者はここ の鉄の生産地ペンシルヴェニア 州 ( 第 8 表， 第   
で 危険の分散化を 図った。 9 表 ) と，釜ヅ ; 加工業の申 ，む地二 ， 一 ・イングラ 

イギリス、 との競争という 避 け 難い問題が ，技 ンド の対立であ る。 これは改めて 述べるまでも 

術 面でアメリカの 毛織物工業者に「統合企業」 ないが，原料 鉄 ( 錬鉄・鋼鉄 ), それに 1840 年 

という経営形態をとらせた 一方，原料問題でも 代 以後は，鉄道建設用レールの 輸入を自由にす 

彼らに複数製品の 生産者たるべきことを 強制し るかどうかの 利害対立であ った。 

た 事実は ， 決して看過さるべき 事柄でほない。 19 世紀前半を通じて 一貫して保護主義の 立場 

いくつかの製品を 組合わせ，かっ 準備工程から を 堅持したべ ンシ ル ヴ， ニア州が ， 後に詳しく 

仕上げ工程までを 経営的に統合したのが ， この 見るよさに，天与の 恵まれた自然条件のもとで 

時代の代表的毛織物工業者たる ニ ， 一 ・インク     発達した農業を 基礎に， この時期以後， 鉄 ・ 石 

ランドのそれであ った。 だからかれらが 総じ 炭の生産をも 急成長させた 工業 州 であ ったのに 

て ，製品の輸入にほ 厳しくとも，原毛の 輸入に   対して，関税政策上の 立場が微妙に 揺れ動いた 
ほ 寛大と L. 、 ぅ 現実的行動様式をとったことは ，       一 ・イングランドが ，木綿 1 業 ，毛織物工 

容易に想定され ぅ るのであ る。 このことこそ ， 
・ ・ ・ ・ ・ 

業 ，それに 鉄 加工業を中心としだ 工業地域であ 

1820 年代の保護主義運動に 対する ニ ， 一 ・ イ ン り ，かつまたそれらの 諸工業が，貿易，造船， 

グランド毛織物製造業者の 慎重さの根拠であ っ 
  

水産 ( 捕鯨を含む ), 金融の中心であ るボストン 

だと考えてよい。 商ソ、 の 利害と不可分に 結合していだという 事実 

09  ぺ ンシルヴェニア 製鉄業とニュー・ イ が， このようなセクシ " シ 間の利害対立を 生み 

ングランド 鉄 加工業 出す根木的な 原因になったことは ，銘記さる べ 

1820 年代の関税論争以後 モ リル関税 17) 制定 ぎ 事柄であ る "") 。 

u861 年 ) までのアメリカ 関税法をひもどく 時， mg 世紀末から 20 世紀はじめにかけて 合衆国で 

いま一つ無視して 通り過ぎることの 出来ない間 最も影響力をもった 経済学者の 一ツ 。 F.W, タ 

題に ，製鉄関係者と 鉄 加工関係者の 立場の深刻 ゥシ，グは ，その数多く 版を重ねた著名な 著 

第 8 表 南北戦争双のアメリカ 製鉄業 ( 単比 100  トン ) 

  

メリ ーラン ド 

マサチュセッツ 

ニュー・シヤ ーシ 

ニュー・ ヨーク 

ノース・カロライナ 

オ ハ イ オ 

ペソシルヴェ ニア 

合衆国合計 

1810 年 1820 年 

蟄 鱗族   錬                                   銭 

250 491 93 449 

155  2,079 78 424 

862 527 76 189 

362 498 342 472 

135 コ 00   54 

Ⅰ 09 74 4 Ⅰ 3 492 

1,301  4,492 564  1, 156 

3,616   10,998    2,230    4,641 

1830 年   1840 年   

一   "35 O  コ 514 

1,437  8,360  2,032 390 

町 2 642 684 466 

752@ 1,990@ 3,240@ 3,490 
一   40 63 

一   1,66j 485 

1,644@ 3,763@ 3,723@ 5,671 

4  ， り Ⅰて " %7 り   16,757・   12,820 

1850 年 -   
1,741 771 

2,531  3,g09 

Ⅰ， 247  1,080 

6,520  3,759 

2" コ 332 

4,325 Ⅰ 28 

11,426@ 9,224 

37,857    22,629 

B.F. French,  H 「 s ヰ or ノ o Ⅰと % ビ R ね 6  0 ⅠⅠ ん e  J Ⅰ o れ T Ⅰ 佛は e  o/  Ⅰ ん Ⅰ し 「 n わ ㎡ S 亡 ほ %S, /ro 捌 Ⅰ 62 Ⅰ fo  j857,  NeAV 
York  l858, pp.19,  23,  32,  61,  135,  より てモ成 Ⅰ 
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第 9 表 アメリカ合衆国の 製鉄業 (1828. 1830 年 ) ( 単位 1,000  t) 

１ % １ 
  

1828 年 
  1830 年 

l 熔鉱炉 l 銑鉄生産量   鋳鉄生産量   熔鉱炉 

ペンシルヴェ ニア 

ニュー・ジャージ 

メ リ ー ラ ン ド 

ヴ ァ ー シ ニ ア 

デ ラ ウ ェ ア 

オ ハ イ オ 

、 ズ 一 ';@ - 
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1. 7 

3. 1 

0 ． 5 
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 年次熔鉱炉 銑鉄牛 

産出量 
    

1788 

1796 

1806 

1820 

1823 

1825 

1828 

1830 

7
9
8
3
8
2
6
 
3
5
7
3
 
5
1
9
 

一
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1
1
 
2
2
2
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63,300  t 

125,079 

258,206 

400,000 

452,066 

581,367 

703,184 

678,417 

@
 巨
星
 

 
 
熔
年
 804  % 

1,033 

1.528 
  

1,907 

2,244 

2,529 

3,037 

を 阻止して，かえって 産業発展の貴重な 芽を摘 

みとってしまったという 認識 "8) があ ったこと 

を，われわれは 知らねばならない。 

ペンシルヴ， ニァ 製鉄業の利益を 背景に，保 

護貿易政策と 国内開発事業 ( № te,naI imp,ove- 

ments) の有効性を説いて ， 国内産業の保護育 

成政策を打ち 出した M. ケアリ， H. ナイルズ， 

F. リストの考え 方と真向から 対立するタウシ 

ッバのこのような 理解には，その 後の研究から 

H あ れ z's  Jl イレア。 九口 れ於 ' 』 九口 t 牽 tz2 Ⅰ れ c,  VoI. Ⅲ (1845)@ 
P.227,  より作成 0 

書 ， T 尼 Taa ㎡ ガ桟鰯 。 り 0/  妨ピ びん te メ 
鰯磁 ㏄， 8th  ed,,  1931,  の中で， 明確に自由貿 

易主義の立場から ， 1820 年代に頂点に 達する 初 

期 保護貿易政策を 幼稚産業保護政策であ ったと 

評価し保護貿易政策が ， とくに製鉄業の 場合 

に，生産方法の 改善をもたらすどころかかえっ 

て，小規模で 合理化されない 劣悪な生産条件を 

温存することに 帰結した事実を ， 印象深く強調 

した ") 。 彼のこのような 理解の背後に 次の事実 

認識，すなわち ，合衆国における 製鉄業の技術 

革新 は ，かかる保護政策が 終り，製鉄業が 諸外 

国， とくに先進イギリスとの 競争にさらされる 

よう になった妥協関税法 (Compromise Ta, 田 

Act, 1833 年 ) 以後に属しており ，それ以前の 時 

わかるよさに ， 明らかに彼の 生きていた時代か 

ら来る一つの 歴史的制約性があ る。 すなわち， 

彼が活動した 19 世紀末から 20 世紀初頭には ，南 

北戦争以後採用され 続けた保護貿易政策がよう 

やく矛盾をさらし 始め，むしろその 克服こそが， 

合衆国の緊急課題となっていた 時代であ ったか 

らであ る。 

1820 年代の合衆国の 製鉄業は，そしてそれと 

の関係で問題 ンこ なる ニ ， 一 ・イングランドの 鉄 

加工業は，それでは 一体いかなる 状況にあ った 

のか。 われわれはまずこの 問題から解決してお 

きたいと 思け 。 

合衆国では鉄の 精錬過程における「バドル 法 」 

および「圧延 法 」の導入は比較的早い 時期 ( そ 

れぞれ 18 り 年 ， 1812 年 ) に達成されていた ， ， 。 ) 。 

しかし製鉄技術は ， 1732 年から 1832 年までほと 
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んど変化なく ， 1825 年段階でも植民地時代に 設 

立された旧式の 熔鉱炉が依然として 操業してい 

だし当時建設されたばかりの 新熔鉱炉も，デザ 

インから生産方法に 至るまで旧式のものと 全く 

装らない状態で ，燃料としては ，相変らず木炭 

が 使用されていた " 。 ) 。 この意味で 1820 年代の 

保護貿易政策   もっと正確に 言えば 181f 年 以 
後のそれ・ ") 一 は ，直接には合衆国の 製鉄業の 
近代化，合理化に 寄与しなかったという タ ウシ 

、 ソグ の観察は，正鵠を 射ている。 タウシッバが ; 

述べているように ，製鉄業， とくに製 鉄 過程の 

技術革新は， 1830 年代になって ，直接にはイギ 

リスからの鉄道建設用レールの 輸入増大を契機 

に，危機を自覚したアメリカ 製鉄業の必死の 対 

応 として始まったものであ る。 それほ一言でい 

えば，無煙炭および 歴 青灰使用熔鉱炉の 発達で 

あ った。 

第一。 熔鉱炉内の温度を 一定に保って 製鉄効 

率を大いに高めたばかりか ，鉱物燃料使用にも 

画期的役割を 果した熱風炉 (hotbI",t) の採用 

と，そのことによる 生産量の増加および 生産費 

の軽減。 

第二。 鋳鉄製の通風 管 (casting bl 。 ， wing 

c 杣 nder), 木羽口 (water tuyere), 薪炭窯な 

どの導入による 熔鉱炉の改善と 経済性の増大。 

第三。 ガイセンハイナ 一による無煙炭製 鉄 法 

の実験成功 (1833 年 ) と実用化の開始 (1841 年 

無煙炭使用 炉はぺ ンシルヴ ， ニア川東部で 皿 

基 ， 一ユ - " シャーシー で 4  基 ) 。 

第四。 ペンシルヴ ， ニア 州 議会による鉱物燃 

料使用奨励法の 制定。 

第五。 メリーランド 州西部でのコークスまた 

は 歴 青灰使用炉の 実験成功 u837 ～ 39 年 ) など 
がこれであ る ") 。 

1832 年の妥協関税法の 制定に よ る貿易政策の 

修正が， イギリスからの 原料 鉄 およびレールの 

輸入を刺激し ，それが合衆国の 製鉄技術の変革 

を促進した事実をみるかぎり ， タゥシ，グの 理 

解は正しい。 だが 1820 年代のアメリカ 製鉄業 は 

彼のいうように ，本当に何の 革新も経験しなか 

っ たのだろうか。 われわれの研究では ，決して 

そうではないのであ る。 

ペンシルヴ ，ニァ 州が 1820 年代当時合衆国で 

第一の鉄の生産立地であ ったことほ先に 見た。 

だが留意さるべ き は， ここで語られるべンシル 

ヴ ，ニア製鉄業が ， この時期， まだ アレゲ ニ一 

山脈以東を中心にしたそれであ ったことであ 

る。 ところが よ く知られているよ う に， 1850 年 

代にもなると ，ベンシルヴ ，ニア製鉄業の 重心 

は， も う見 紛 う ことなく同州西部ピッツバーバ 

中心のものに 移行し終えていた ，そして南北戦 

争後にもなれば ， ピッツバーバこそアメリカ 製 

鉄業の基地となる。 

われわれがここで 提出しょうとしているの 

は， 他でもなく， この移行の端緒がいま 考察し 

ている 1820 年代に着実な 歩みをもって 進展し始 

めていたという 事実であ る， 勒 。 この事実は ， 

1830 一 40 年代に達成された 製銑工程における 技 

術革新にも匹敵するアメリカ 製鉄業における 重 

要 な変化であ ったと評価されよ う 。 しかも深い 

関心をもって 意識されることは ，それが， 1820 年 

代の保護貿易政策および 国内開発政策と 不可分 

に結びついたものだったということであ る。 理 
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な 経営形態であ ったかのアイアン・ブランテー 

  

シ " ・ ンの ，， 解体，そしてそれに ・ ， 直結する圧延 ・・・ 所 
・ ・ ． ・ ． ， ． ． ． ． ． ． ， ． ． 

(,01I,ngmlI1) "  "  を中心 、 v 」編成されに ，に ヰ 鉄の新しい 近 "   
代 的な生産力構造の 成立という事実であ っだ。 

ここでアイアン・ブランテーションとは ，燃 

料 ( 木炭 ), 原料 ( 鉄鉱石，磁鉄鉱，褐鉄鉱 ), 労働 
力を，市場条件の 変化によって 影響を受げるこ 

となく，安定的に 確保する必要から ，豊富な森林 

と鉄鉱山を擁する 広大な土地を 専右した製鉄 資 

本家が，多くほバートナーシッブを 形成して， 

その中に熔鉱炉，鍛造所，焚焼場，製粉 所 ，製 

材所，パン焼き 小屋，納屋， 厩 ，倉庫，事務所 

邸宅，労働者住宅を 建設し，加えて ，穀物 畑 ， 

果樹園を造成し ， 一つの個別経営の 内部で関係 

者全員の生活を 再生産できる 条件を整備しなが 
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ら， 鉄の商品生産を 営む統合された 経営形態 
・ ・ ・ ． ． ． ・ ． ・ ． ・ ・ ， ． ・ ・ ・ ・ 

で， 「南部」の 綿作 ブランテーシ ， ンと 同様， 

社会的分業の 未発展な段階でなお 外部同げ商品 

生産を推進するための 経営形態であ る " 。 ) 。 

植民地時代イギリス 本国向げに原料鉄を 輸出 

していたヴァージニ ア およびサウス・ 力 ロライ 

ナの製鉄業者は ，まさにこういう 経営形態で鉄 
を生産していたし ， ペンシルヴェニア 川東部か 

ら中部の製鉄業者も ，建国後久しくかかる 経営 

形態を温存していた " 。 ) 。 

1820 年代の新しい 動きとは， この ょう な極め 

て前近代的な 経営形態が解体しその 代り，か 

つて統合された 経営内部に含まれていた 各種の 

生産工程が，社会的分業を 構成する独立経営と 

して成長し，相互に 発展を条件づ け 合 う 一一し し 

かも重要なのは ，その中心にへンリー・コート 

の発明 ンこ なる「圧延 法 」，「パドル 法 」を装備し 

た圧延所が位する 一一そういう 関係に入りつつ 

あ る動向であ る。 何がかかる変化をもたらした 

め だ るぅか 。 一一 

お， 4 れ t,s A4er あ 乙れ t,, M0%zi 化， VoI. Ⅲ (18 

45), pp.237 リ 54, には，ペンシルヴェニア 州の 

産業発展についてかなり 詳細な分析が 与えられ 

ているが，以下これによりながら 同州の産業発 

展の構造的特質を 跡づ け ， 当面の問題に 接近し 

てゆこう。 

ペンシルヴェ ニァ 州の産業を根底において 支 

えていたのは ，先に触れておいたよさに 農業で 

あ っだ。 同州の農業は 肥沃な土地に 恵まれ生産 

性が高かった。 農業者 (farme,) は牧畜 業 ( 馬 ， 

牛 ， 羊 ， 豚 ， 鶏 ), 穀物栽培 ( 小麦，燕麦， トウ 

モロコシなど ), 羊毛および大麻， 亜麻の生 

産，馬鈴薯，干草， タバコの伸行 に 従事し 

農業が利益になる 産業であ ることの見本を 提供 
・ ． ． ・ ． ・ ． ・ ． ， ． ． ・ ． ・ ． ・ ． 

していだ。 穀物生産は全国の 1/6 を占めた。 一 

一農業が多角経営であ ることに注目されたい。 

同州の製鉄業・ 石炭 業 ，および製造業 は ，かか 

る 農業の基礎の 上に発達したものであ る。 1840 

年，製鉄業・ 石炭業は全国第 1 位，製造業も 全 

国第 3 位を誇った。 

炭鉱は州全体に 拡がっていたが ，大きくは四 

地域に分かれていた。 リーハイ (Lehigh) 地区， 

シュイルキル (Schu 刊 kil) 地区， スヴァ タラ 

CSwatara) 地区， サス ケ " ナ CSusquehanna) 

地区で，無煙炭， 歴青 炭を産出した。 1820 年に 

は僅か 365f を産出したに 過ぎなかった 石炭が， 

1830 年には 174,737f, 1840 年には 865,414f 

と急増したことは ， この時代のぺンシルヴ ， ニ 

ァ 石炭業の発達がいかに 顕著であ ったかを物語 

っている。 

この炭鉱地区と 殆ど重なる よう に鉄鉱山があ 

り，製鉄業が 発達した。 ペンシルヴ ，ニア の製 

鉄業には中心は 二箇所，一つは 熔銑炉 (cup0Ia 

fu,nace) をもったフィラデルフィア ，いまひと 

つは，圧延所を 中心に発達する ピ ，ツバーバ 

で， フィラデルフィアには ぺ ンシルヴ，ニア 川 

東部および ニュ イジャージー 州から，ピッツバ 

ーグには ぺ ンシルヴ，ニア 州の中部および 西部 

さらに オ " イオ，ケンタッキⅠヴァージニア 川 

西部から，鉄鉱石， 塊鉄 ，銑鉄が供給された。 

石炭および製鉄業のかかる 発展に支えられ ， 

ペンシルヴ，ニア 州の製造業はやはり 鉄 加工業 

が中心で，圧延 所 ，蒸気機関製造所，製鋼所， 農 

機具製造所 (scyth and sicIe factory, pIough 

factory, focto て y for shoVeIs, spade, forks), 

刃物工場， 斧 製造所 (aXe and edge tool fac- 

to,y), 火薬工場，車屋があ ったが，製粉 所 ，木 

綿工業，毛織物工業も 栄えた。 

しかし，ペンシルヴ ，ニア州の上にみた 産業 

発展を促進したのは ， 何といっても jnternal 

communicatjon の制度的確立であ った。 これ 

は，河川の改修，道路，橋梁，鉄道，運河の 建 

設 によってもたらされた。 これらの公共事業は 

州政府が推進したものであ ったが，その 費用が 

巨額であ ったため， 1840 年代なかばには 州 財政 

は破綻状態にまで 追いこまれたが ， これによっ 

て，人口が豊かで 生産性の高い 地方が一つの 市 

場 として統合され ，ペンシルヴ ，ニァ 州の産業 

発展が促進されたことは 見逃すことが 出来な   
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1845年の時点に立ってペソシルヴュニア州の  

産業発展を概括したこの資料－エもっともここ  

ではそれを要約したにすぎなかったが－か  

ら，われわれは，1810年代から企てられ，1820年  

代～30年代と引き続いて推進された国内開発事  

業13色）－その主要事業がフィラデルフィア＝ピ  

ッツバーグ間のペンシルヴュニア・メイン・キ  

ャナルの建設であったことは改めて述べるまで  

もない－が，ペンシルグェニアのかかる産業  

発展を高度化し，そしてわれわれがいま問題に  

しているアイアソ・プランテーショソの解体を  

促進した事実を容易に想像しうるであろう。   

この点を踏まえて次にもう少し1820年代のペ  

ンシルヴュニア製鉄業の生産力構造の再編の様  

相を『マクレイソ報告書』によりながらみてゆ  

くと，次の事実が明らかになってくる。  

1830年前後ピッツバーグには，近代的精錬所  

たる圧延所が8企業187）あり，ここで生産された  

圧延鉄は，近隣の鍛冶屋や半農半工の農民に原  

料鉄として供給され始めていたばかりではな  

い。もっと遠く，オハイれ ケンタッキー，イ  

リノイ州まで供給されていた1呵。またかかる圧  

延所で使用される塊鉄，錬鉄，銑鉄軋 周辺諸  

郡の熔鉱炉，塊鉄所だけでなく，遥か遠く同州  

中部やオノ、イオ州の熔鉱炉からも供給されるよ  

うになっておりユ89），ビッツ／て－グの圧延所は  

すでにこの時期，アメリカ製鉄業の新しい基地  

として発展しうる基礎固めを整え始めていたと  

いえる。   

これまで「東部」海港都市にしか供給先を見  

出し得なかったピッツバーグの製鉄業が，果し  

なく拡がる「西部」の農民的需要を基礎に新た  

な発展構造を示し始めたこと。しかもその発展  

の中核がその後30年間きわめて重要な役割を果  

すピッツバーグ圧延所であったこと。－この  

ことは，特筆されてよい。このような変化を支  

えたものが，先に見た州政府主導の国内開発事  

業でありユ40），保護貿易政策であり141），何より  

も付記しておきたい広大な農民約諾要の盛り上  

がりであったことは，強調しても強調し切れる  

ものではない。   

アメリカ製鉄業の生産力構造は，かくて1830  
年代初めまでに，アイアソ・プランテーショソ  

を基礎にする前近代的構造から，ビッツパーグ  

の圧延所を中心に編成された近代的；合理的構  

造へ大転換を遂げたといえる。   

だがピッツバーグ中心のこのような発展に対  

して，われわれは，ここで次のような留保をつ  

けておく必要があるように思う。   

よく知られているように，「圧延所」の発展  

は，燃料として石炭の使用を可能とするもので  

あった。このことは安価で比較的良質な錬鉄の  

大量生産を可能にし，植民地時代以来の鍛造所  

（forge一木炭を燃料とする錬鉄生産）の役割を  

著しく低下させ，これにとって代る傾向をもっ  

た。「圧延所」の発展は，また，1830～40年代  

に「東部」海港都市の圧延所が精力的に取組ん  

だように，鉄道用のレール生産へと発展する傾  

向が強かった。＜rollingmi11＞は＜railmi11＞  

に等しく，あるいはその基礎形態であると考え  

られてもよいユ42）。   

だが『マクレイソ報告書』を見るかぎり，わ  

れわれは，1830年代初顧ピッツバーグの圧延所  

ではこのような発展候向は，まだほんのかけら  

も現われ出ていないことを知るユ43）。鍛造所と併  

存していたし，＜railmill＞への転成は1850年  

代末までなされていないユ44）。L．C．ハンター  

の研究から知られるように，ピッツバーグの圧  

延所はその後20年以上もの間，あくまでも農民  
的需要に応える性格を堅持し続けた146）。   
しかしこの事実をもってピッツバーグ中心の  

製鉄業の後進性を云々するのは早計であろう。  

「東部」の鉄市場がイギリス鉄との競争に直面  

し，その発展構造の屈折を余儀なくされた146）  

のに対して，「西部」の市場が「正常な発展コー  

ス」をたどっていたことを示す需要構造の根本  

的相違と理解した方がよいように思われる1A7）。   

ペンシルダニニア製鉄業の発展に関する以上  

検討して来た重要な事柄について，クウシッグ  

は何事も語ってはいない。恐らく彼の理論の枠   
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組みでは，社会的分業の 展開を踏えた 広義の生 問題を正面から 議論するのは 早過ぎる よう に 思 

産 力構造を問題にすることが 出来なかったから ぅ 。 そこで残された 問題を大急ぎに 片付けてお 

であ ろう。 かねばならない。 

これに反して 1820 年代の保護主義者たちはそ   1829 年の『財務長官報告書 コ (R ゆ 。 れ 。 れ切 e 

ぅ ではない。 彼らほく jnternal  communication)  ダ劫ク れ ce,  Dec.  1829)  は， 1828 年に輸入された   

の 制度的確立の 生産力的意味をよく 理解してい 商品品目とそれぞれの 数量， 関税率および 支払 

た 。 そして同時にこれとの 関連で，保護貿易 政 われた関税額を 詳細に示している。 鉄に関する 

策の効用を見抜いていた。 部分だけを抜き 出して纏めたものが ，菊皿 表で 

しかしわれわれはまだこの 論理段階でこの あ る。 

第 Ⅱ表 1828 年に輸入された 鉄製品および 原料 鉄 (lcWf.=100 肪 J 

製品 針 金 No.18 床 満 ( 重量ポンド ) 

No ， 14@ // (  ⅠⅠ ) 

No ， 18 (  / Ⅰ ) 

  No ， 14 (  ⅠⅠ ) 

鋲 ，折れくぎ等 

16 オンス未満 （ ） 

16 オンス以上 （ ） 

釘 C  //  ) 

スパイ ク (  //  ) 

錨 索及び 鎖 (  ⅠⅠ )   

い か り (  / Ⅰ ) 

金 床 C  / Ⅰ ) ハンマー及び 大型ハンマー C  Ⅱ ） 

鋳物 製 容器 (  ノア ) 

その他の鋳物 C  / Ⅰ ) 

真楡 細工師用物産 (  Ⅰ /  ) 

高 級 同 (  //  ) 

釘 ，大 釘 製造用 鉄桿 (  //  ) 

原料 薄板及び鉄輪 

高 級 何 

割り鉄及び圧延 鉄 

高 級 同 

銑 鉄 

高 級 同 

圧延 鉄 ( 棒状・ボルト 状 ) 

錬鉄 ( 棒状・ボルト 状 ) 

高 級 同 

厚板， 塊鉄 ，ルーフ。 

鋼 鉄 

高 級 同 

( 重量ポンド ) 

(  ⅠⅠ ) 

(  //  ) 

(  / Ⅰ ) 

(  //  ) 

(  //  ) 

C  C て化ノ Ⅰ ） 

(  ⅠⅠ ) 

( 重量 ポソド ) 

C  cW 亡 ） 

(  ⅠⅠ ) 

(  //  ) 

  

  

  数 且 且 l 関 税 率 

 
 

  

 
 

2
5
2
7
6
7
6
6
3
0
4
7
4
1
 

 
 

5
 
8
 

8
 
8
2
4
2
8
 

5  C  ct ソ Zb. ) 

6  C  //  ) 

g  C  ⅠⅠ ) 

10  (  / Ⅰ ) 

5  C  / Ⅰ ) 

5  (  //  ) 

5  (  //  ) 

4  (  / Ⅰ ) 

3  (  //  ) 

4  (  //  ) 

2  (  ⅠⅠ ) 

2  (  //  ) 

2172(  / Ⅰ ) 

11/22(  / Ⅰ ) 

1  (  //  ) 

3  (  Ⅰ /  ) 

3'72(  / Ⅰ ) 

3'/2(  ⅠⅠ ) 

4,087,751 

1,529,142 

20,594 

1.774 

55,435 

9.389 

134,234 

352,386 

38,078,212 

28.  678 

25,171 

6,740 

3  C  はソ肪 ． 3 

3v72( //  ) 

3  ( //  ) 

3v72C //  ) 

50  C //  ) 

62v72( //  ) 

150 ( 、 ct ソ ctpt.) 

90  (  Ⅱ ) 

l  C はソ妨 ． ) 

185  ( ㏄ ソ ㏄ 裾 ． ) 
100  C r/  ) 

150  ( //  ) 

支払関税額   

$45,150.@70 

5,275.98 

17,442.@72 

7,524%2 

899.85 

140. 15 

25,400.45 

2,709.28 

24,918.90 

34.28 

1,4j1.12 

16,530.72 

1,349.55 

12,302.  72 

2.719. ・ 10 

14,018.54 

9,619.92 

30,145.@71 

122,632.53 

53,724.97 

617.82 

62.09 

27,717.50 

5,868. 13 

201,351.00 

317,147.@40 

380,782. 12 

53,054.30 

25, 171.00 

10,110.00 
  

化 e タ o Ⅰ ぬ 0/  サ ん e  Sec 戸タ施 Ⅰ ノ 0/  舌ん e  T Ⅰ 6%s ぴ Ⅰ ノ 。 アム ん e  ひアづ te みぢ 接 れはめ， Dec.  1829,  p.32   
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この表から明らかになることほ ， 1828 年に課 

せられた高率関税法のもとでも ，相当量の鉄製 

品および原料鉄の 輸入が見られることであ る。 
・ ． ． ・ ． ・ ・ ・ ・ ． ． ． ． ・ 

とくに原料鉄の 輸入がきわめて 大きいことに 注 

目しなければならない ") 。 われわれにとって 興 

味 ぶかしことは ，これらの鉄製品および 原料 鉄 

が一体どこで 何のために消費されたのかという 

ことであ る。 

結論から述べておく 方がわかりよしかも 知れ 

ない。   それほ 二 ， 一 ・イングランドの 繊維 
機械製造業者，造船業者，金物業者によって 使 

用されたものであ った，。 9) 。 製鉄業に対する ぺ 

ンシルヴ，ニア 州からの強力な 保護要求に対す 

るニュー・インバランドからの 反対 " 。 ) ほ ，両者 

を 取囲むこの ょう な利害状況の 相違に起因する 

ものであ った。 

われわれは 1851 年ロンドンで 開催され だ 第一 

回万国博覧会で ，合衆国から 出品された機械装 

置がイギリス 人を深く驚嘆せしめた 事実を知っ 

ている。 イギリス 人は 世界に先駆けて 産業革命 

を達成したことで 当時何事につげても 世界をリ 

ードしていると 自負していた。 しかし合衆国か 

ら出品され だ 機械装置の中にはイギリス 製品よ 

りもすぐれているものがあ った。 「部品互換 

制 」に基づく機械の 大量生産体制であ る。 イギ 

リス人はこれを「アメリカ 式工業」 (American 

System of Manufacture) と呼んで絶賛した。 

この「アメリ ヵ 式工業」は他でもなくニュー 

・イングランドを 基地にして興る。 まさにニュ 

ー・イングランドこそ ，南北戦争までの 機械製 

造において合衆国で 中心的存在であ った ， 

因みに南北戦争後「中西部」 ( この論文の対 

象時期では「西部」 ) で発展する機械工業は ， 二 

， 一 ・イングランド 機械工業のかかる 発展を基 

礎にして展開したものであ ったのであ る。 それ 

はともかくとして ，いまのわれわれに 興味ぶか 

いことは，この 機械製造業が ， 1820 年代の木綿 

工業の発達，それを 後追いする毛織物工業の 発 

展と 軌を一にしていたという 事実であ る。 ァメ 

リヵ の機械工業は 何よりもまず 繊維機械工業の 

発展で基礎をおかれた 比， ) 。 『マクレイン 報告 

書 』に ょ れば，この繊維機械工業に 外国の原料 

鉄 が用いられていることが 記されている、 。 ， ) 。 

先に毛織物工業について 見た時触れておいた 

( 注 106 を参照 ) よ う に，繊維工業用機械 は ， 1820 

年代はじめに 鉄製に代りはじめていだ。 鉄製と 

いっても弾性に 富んだ錬鉄製のそれではない。 

アメリカ製鉄業がまだ 錬鉄の大量生産体制を 整 

えず， 工作機械がまだ 見られなかった 1820 年 

代 ，機械の大部分は 鋳造されていた ，。 ， ) 。 これが 

錬鉄製にかわるのは 1850 年代だといわれる ，。 。 ) 。 

したがって繊維機械工業に 外国の原料 鉄 が用 

いられるといっても ，恐らくこまかい 部品 ( 針 

金や鋲その他 コに 過ぎなかったであ ろう。 しか 

しそうであ ったとしても 1820 年代に繊維機械工 

業部門に外国鉄が 採用されていたということ 

は，やはり特筆されてよいことのように 思われ 

る。 

  一 ユー " イングランドの 鉄 加工業は，すでに 

植民地時代末期からかなりの 発展を見せてい 

た。 それは消費に 直結する金物 業 (ha,dwa,e) 

を基礎にするものであ った。 金物業の発達はそ 

の後も順調で ，いま考察している 1820 年代には， 

コネティカット 州およびマサチュセッツ 州 ， と 

くに前者を中心に 発達し 1860 年センサスでも ， 
      イ ランドの金物業は 不動の地位を 
占めていた 礒 ) 。 

だが 1820 ～ 30 年代には， ニュー・インバラン 

ドの鉄 加工業では，消費を 基礎にする金物業の 

他に，例えば 鉄工所 (ironwork), 鋳造所 (iron 

foundry), 農機具製造所，機械工場などの 生産 

財を生産する 工場も専門企業として 現われ始め 
  
ており，工場用機械，蒸気機関，スト 一 ブ およ 

び火床， シ 。 ベル，金輪 (hoop), 釘 ， 製釘 用の 

板金 (pIate for na の， 鋤 ，㌍， 鎌 ， 斧 ， 鎚 ， 

職人用道具 ( 鍵 ，のみ，のこぎり ，やすり，か 

んな，ねじ回し ) などを，多岐に 亘 って生産し 

ていたのであ る，。 6)0 

ところでここでのわれわれの 関心 は ，金物業 

を含めたこれらの 各種の業種に ， 先に繊維機械 
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第 12 表 イギリスから 輸入された錬鉄・ 未 加工鋼鉄，刃物，金物 1 Ⅰ =20cW Ⅰ 

l ｜ 年 次 １ 重量 (t  cWf) 

1815 

16 

1 戸   

18 

Ⅰ 9 

    20 

21 

22 

23 

21,501@ 15 
21,634@ 4 

10,725@ 3 

13,737@ 10 

8,251  3 

8,199  0 

9,562  3 

15,835@ 9 

13,841  1 Ⅰ 

    

年次 l 重量 ct cWt) ll 年次 l 重量 ct cWf)   
4
5
6
7
8
9
0
1
2
 

2
2
2
2
2
2
3
3
3
 

8
1
 

11,781@ 14 1833 
13,037@ 4 34 

12,491@ 2 3" D 

21,855@ 11 36 

22,865  10 37 

17,387@ 10 38 

21,330@ 5 39 

41,452 6 

45,436 15 

62,253 4 

47,676 1 

63,012 10 

91,387 14 

54,120 2 

78,039 17 

85,171 11 
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H
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n
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 血
 
p
 

B
.
F
.
 

J
8
 
げ
 

，
 

年 次 

1830 

31 

32 

33 

34 

スヴヱ一 デン 鉄 Ⅲ   ロ シア 鉄 @) 

15,532 

23,133 

20,122 

19,100 

19,638 

  
  
  
  

504.  750 

345,080 

年次   スウェーデン 鉄 Ⅲ 

1835 

36 

37 

38 

28,728 

27.342 

10,709 

25,669 

ロ シ ア 鉄 @) 

  
  

262,000 

270,000 

      

田 B.F. French, HzSzor p,20"  ツ g ⅠⅠ ん g  RzSe  "  Ⅰ れば月 Ⅰ o ど ress  ク ⅠⅠ ゎ g  Zro れ Ⅰ ra メ e  2 ⅠⅠ ん e  ひ竹 zfe "  ピ S 廿は zes,  「   

(2)  Ⅰ 妾ぴ抑 t,s  Mee Ⅰ C 九口 れ ts, 九九口耳 u2 ィれ g,  VoI. ⅩⅥ (1847),  P.583. 

工業でみたのと 同じように外国からの 輸入 鉄の かくてわれわれはこの 問題に関して ，次の結 

使用が認められることであ る， 坤 )0 この，点は ピ 論を導き出すことが 出来る。 

ッ ツバーバ周辺で 発展しつつあ る「西部」の 鉄 第一は， 1820 年代のアメリカ 製鉄業と鉄工業 

工業が， この時期，輸入原料を 全く使用しなか との発展の不均衡であ る。 もっとも進んだ ぺン 
  

った ' 。 8) こ とと対比して 注目さるべき 事柄であ シルヴ ， ニア川東部でさえ ，石炭， コークスを   
ろ 5 。 しかも留意さるべ き は，輸入 鉄 使用の比 燃料とする近代的製鉄技術の 導入に成功してお 

重が ，国産鉄を遥かに 凌駕していることであ 
・ ． ． ． ． ． ・ ． ． ・ ・ ． ・ ・ ・ 

らず，成長著しい 二 」 一 ・イングランドの 鉄加 

る 1 。 9) 。 工業へ安価で 良質の原料 鉄 ( 錬鉄 ) を大量に供 

輸入 鉄は， 『マクレイン 報告書刀に現われる 給 出来るメカニズムを 完成してはいなかった。 

かぎり，この 時期まだ圧倒的に ・ロ シア 鉄， ス ・ ウ ・ このことがニュー・インクラソ ド の外国鉄への 

Ⅰエ ーデ ら 嵌であ り，イギリス 鉄の比重は比較的 依存を不可避にした。 

小さい M 。 ' 。 ロシア 鉄 ，スウェー デソ 鉄は木炭鉄 第二は ， = ユー ・イングランドで 鉄 加工業の 

で 加工し易かったためなのだ る らノ 発達が著しかったとはいえ ， 1820 年代のこの時 

第 12 表から窺えるよさに ，イギリスからの 鉄 期 ，工作機械部門の 発達はまだ見られず ， 「部 

輸入は， 1830 年代に急速に 増大したよ う であ 品 互換 制 」の早期採用をもって 知られる合出国 

る 。 1830 年代以後のイギリスの 近代的製鉄業の 0 機械製作はまだ ，植民地時代以来蓄積された 

確立と関係があ ると考えてよい。 高度の鋳造技術に 大きく依存したこと。 
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第三は ， ニ ， 一 ・イングランド 鉄 加工業へ 輸 経済学綱要』 C 社会科学 ゼ ，ナール ), 未来社， 

入される外国鉄の 用途であ る。 これほまだこの 

時期耐久性をもった 錬鉄製機械 v こ 用いられるこ 

とはなかっだ。 したがってそれは 耐久性を要す 

るその部品または 金物，刃物，農機具その 他の 

製造に 甲、 、 られたと考えられること。 ニュー・ 

インクランドの 造船業にとっても 不可欠の材料 

であ ったことは，第 11 表を参照された L. 、 " 

ン
王
 

8 「 " 

86 ぅ 

A.H. Cole, T 鹿 A7%erican  ル ㌧ 0Z  ル dan 虹は zztre, 

Cambridge,  h(ass.  1929,  Vol.  I,  pp.  16 社 169; 
A  .S. BoIles,  T 庇 Fi/zdncioz  H 「 szo ひ o Ⅰ fhe 
びクぬ ㎡ 鰯磁 ㏄ /ro 笏 Ⅰ 789  zo  J860 ， V0l. 1, 

New  York  l894,  pp. 39 チ 394.  その要求は次の 
通りであ っ だ。 ①原料については ， 1 重量ボン 

ド 当り 8ci. 以下の最低品質のものに 対しては関 
税なし。 上質 品 に対してほ事実上禁止。 ②毛織 
物 については， 50 が   ， 82.50 ， 84.00 ， 86.00  の 

4 段階からなる 最低評価額制度一一実質価格が 
関税法で定められた 最低評価額以下の 輸入製品 
に対しても， それが一律に 最低評価額をもつも 
のと評価して ， この価格に対して 関税を課す制 

度   を持続し， これに対して 従価税   最初 
は 40 『から始まり 段階に応じて 引上げ，最終的 
に 50%  まで   を課す。 このうち重要なのは ， 
50 は ．～ 82.50 匹属する製品で ， このランクのも 

のに合衆国の 製品と競争関係に 立つものが多く 
含まれた。 この ラソク のもので 40 緒余の従価税 
は ， 全く禁止的意味をもった。 かくて " リス バ 

一グ 大会は，合衆国で 生産される原毛および 製 
品と競争関係に 立つ外国品の 輸入を全面的に 排 
除することを 意図したといえる。 
" リ ス、 ，， 一グ 大会 (1827 年 7 月 30 日～ 8 月 3 
日りは，翌年の 大統領選挙がらみの 大会で，再 

選を期す J.Q. アダムズ派が ，保護主義者， と 
くに「西部」のそれを 自己の陣営にひ きこ も う 

と 画策して，大会を 企画したものといわれてい 

る，正式には ， GeneraI  C0nVention  of  Agri- 
c Ⅲ turiSts  md  hlanufactuFers  md  others  friend げ 

lo  the  encouragement  md  support  of  the 
DomeStic  Industry  of  the  United  States,  と呼 
は，。 だ。 詳しい分析は ， F.W. Taussig,  T 鹿 
T ぴガ   Hi 蕊 。 「 3, が地色㎝ ited Stfates, 81    ed. 
New  York  l931  (rep. ed.,  1967), pp. 82    8" コ ， 
を奉詔。 

亡命 甲の F  . リストは，この 大会に参加，     の 大 
会を主導した C.J. イ ン ガノル を授けて・連邦議 
会 宛 請願書の起 亜に 協力しだといわれる。 ま 
だ， この大会については ， F. リスト『アメリカ 

1966 年， pp.118 円 19,  の中の翻訳者正木一夫氏 
の訳注 012) を参照されたい。 この時期のリスト 
の 活動につ L. 、 ては， FriedIich  目 st,  W も "erke, Bd.I 
CGrundlini   n@ Cner@ politichen@ Okonom@@   und 
mdere  Belt 俺 ge  der  a ㎞ rIkanischen  Zeit, 182 か 

1832),  Berlin  1931,  を参照。 
87)  Taussig,  op. cif.,  pp. 70-72,  76-81,  88-102; 
Bolles,  op. cit.,  VoI. D,  pp.394-402. 
88)  1828 年の関税法に 最も反対したのは ，綿花の海 
外輸出，製品の 海外がらの輸入に 利益を感じて 
いた「南部」であ った。 当時最大の綱作州であ 
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されて一時急速な 発展をみた。 しかし国産上 

質原毛の価格は ， メリノ 種 そのものが量的に 限 

られていたから 極めて高く，大量利用には 限界 

があ っだ。 1810 年に純粋メリノ 原毛の価格は ， 
1 重量ポンド当り 2 ドルであ ったのに， 並質 

(common woo1) は 4Ocf. 以下であ った。 1814 年 
には 2.7j  ドルになった。 団 dWell ㎝ d  FaIconer, 

0 タ ・ cif 。 pp.21 ト 18.  また H 仰ダ S  力 derc み囲 fS, 
ル Ⅰ d 名 は ， i れ e,  Vo].  Ⅴ (1841),  P.211,  をみよ。 

116)  Cole,  V0l.  I,  pp.7475. 
117)  乃村・， Vol.  I,  pp.72 Ⅰ 3. 
118)  サクソニア種はスペイン 産メリノ種の 変種であ 
る 。 アメリカへの 導入は大体 1824 年頃 がら活発 

になったが， この種の普及は ， メリノ 種 ほど大 

きくなく，数も 少なかった。 乃 id., Vol. I,  PP. 
80-81;  A.S. Bolles,  庇は usfrial Hiistory  o Ⅰ the 

び後 itgd Sfzates, Norwich, Conn.  1881,  pp.153- 

O.Fi4   

119)  上質原毛の輸入は ，スペインおよびドイツ。 CoIe, 
0 ナ ・ c わ ・， VoI.  I,  p.82. 

120)  肋材・， VoI. I,  p.85;  Clark,  o 戸 cif.,  Ⅴ 01. 1, 
pp.182 づ 3,  221. 

12l)  Cole, o タ ・ ciz.,  Vol. I,  p.82,  note  2. 

122)  花り． 
123) 乃 id., VoI. I, pp. 202-203. 
124) 1811 年 " ンフリーヴィル (Conn. リィィ ) の 一 工場 

は，改良機械と 従業員 150 人を雇い， 当時合衆 
国で最高技術を 備えた最大の 工場であ った。 ま 

た，ドルタウンの 一 工場は， 戦時中に蒸気機関 

を導入し， 品質のよいメリノ 広幅織の生産者と 

なっだ。 Oa,k,  o タ ・ cif.,  Vol.  I,  p.562. 

125)  全てではないが ， いくつかの例を 挙げておく。 

Ⅲニュー・ハンプシャ 州のバス (Bath)C,v, Ⅲ age 
Falls  hIanufactuhng  Company  は， cassime,e  と 

satinet  を製造した。 McLane,R ゆ 0 れ 0%  M は nzz- 
メロ czMrcS,  VoI.  I,  pp.664 ㎡ 5.  (2@  ア ーモント 

州 ，ベニンバトンの Joel Volintine は， satinet 

とり、 n, 高 物を生産。 肋材・， Vol. I, pp.918-19. 
(3, ヴァーモント 州 ダンベ リ の David Young は， 

小幅物， salinet, cassime,e を生産。 肋材・， Vol. 
I, p.922. 田 ヴァーモント 州 ポ ー レットの J. あ 

J.A.S. Jones は， 小幅物と satinet を生産。 
乃ぬ・， VoI. I,  pp.923-24.  (5@ ペンシルヴ ヱ ニア 

州のⅥ、 ashjngton  Mills  は， satinet  と cassimere 

を生産，肋材・ ， VoI. I,  pp.221-22.  ㈲西部ペ 
ンシルヴ ヱ ニア州の Andrew  Murphy,s ⅠⅤ 0oIen 

Manufactory は， satinet と広幅織を生産，乃村。 
Vol. I,  pp.393-95. 

126) 合衆国における 宿命日りなセクション 間の対立の 
基礎に，人民主権 ， あ るし、 は地方自治の 原則が 

あ ったことに注目されたい。 ここで地方自治， 

人民主権 とば ， 改めて述べるまでもな く ， 基本 

酌人権 を保有する諸個人の 利益が最優先され ， 
したがってかれらの 直接的な社会契約によって 

成立する地域や 州の利益が，代議員の 派遣によ 
る間接的契約で 成立する連邦政府の 利益よりも 
優先することを 理想としで調い 上げた原則であ 

る。 
各州，各地域は ， 連邦議会に代議員を 送り， 

そのことで自らの 利益をもりこんだ 政策を積極 
的に打ち出し ， うまく め げば， それをあ たかも 

国民的利益 ( 連邦全体の利益 ) のごとく承認さ 
せようとした。 ペンシルヴ ヱニァ 州が 19 世紀前 

半を通じて保護主義の 中心地であ り， 同州の代 

表 者が連邦議会でこれを 主張したのは ， 同州の 

主要産業が製鉄業であ り， これがまだイギリス 

製鉄業に比してきわめて 劣勢であ ったこ とに 基 
づいている。 他方， ニュー・インバランドが 徹 

底した保護政策に 踏み切れなかったのは ， この 

セクシ。 ンの 産業 ( 木綿工業および 毛織物工業 ) 

が ，技術面および 経営組織面で 比較的早くから 

イギリスに対する 国際競争力を 高めたのに， そ 

の産業の発展に 必要な原料の 確保が，海覚，あ 
るいは他のセクションに 大きく依存している 性 

格のものであ ったことに負 う 。 

1820 年代は両者のこうした 対立関係が， いわ 
ば 原型の形で成立してくる 時代であ った。 

127)  Taussig, 0 タ ・。 it.,  pp,58 Ⅱ 0 ・ 

128)  乃ぬ ． 

12g)  J.M. Sw"nk, H ビ szo ひヴ妨 e  M 僻ひダ ㏄ fMrg  サ 
Fon  肋 A%  A985, New  Y0 ， k  1892,  pp.22 ト 

228;  柄井敏朗 丁 アメリカ資本主義と 産業革命 コ 
弘文 堂 ， 1970 年， p.304  および p.325,  注 (108) 
を参照。 

130)  Cla,k,  o タ ・ cif.,  Vol.  I,  p.412. 

131)  Taussig,  0 タ ・ cif.,  pp.46 円 9. 

132)  B.F  .French,Hi5for ノ o ダ f 乃 c  Rise  on 援身 0 ㌘ gSS 

0 ダ妨 Ⅰ 正 on  Tm ぬザ妨 。 む われ 材 助成㏄ 升 0 笏 
巧笏 :0 j857,NewYork l858 Gep. ed.,1973), 

pp.55 円 9. 関連して 柄井『アメリカ 資本主義 
と産業革命 J, pp.291 円 28. を参照。 

133) 後に見るように ， 国内開発事業を 通じて ぺ ンシ 

ルヴ ヱ ニア州は一つの 統一した経済圏を 整えて 

ゆく方向を与えられるが ，それでもなお 社会的 
政治的，そして 経済的にも必ずしも 一つの統一 

をはたすことにはならなかったことに 注意され 

たい。 これは， L. ハーッの研究に 示されてい 

る。 
ハーッによれば ， 商工金融の中心地で 海港都 

市であ るフィラデルフィア と ，西部の商工都市 
ピッツバーバの 利害は決定的に 対立していた。 

この対立は， 本論文で次第に 明らかにしてゆく 

同州東部と西部の 対立であ った。 フィラデルフ 
ィア は， ニュー・ ヨーク や ボルティモアとの 競 
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手上，運河や 鉄道建設を企てても ， この企画は 

仲々全州規模での 賛同を得られなかった。 ハー 

ッは，その原因として ， 同州のおかれた 自然条 

件およびそれとかかわる 産業構造上の 特殊性を 
挙げている。 すなわち，川北東部 諸郡は ， フィ 
ラデルフィアよりもニュー ，ヨーク市の 経済圏 

に組み込まれていた。 (2@ 西部 諸 郡も同様であ 
る。 (3) ヱリ 一概周辺諸 郡は ，「西部」を 自己の商 
業 圏下 におこうとするニュー・ヨーク 市の利害 

関係に親近感をもっていた。 これに反し， (4@ 部 
および西部 諸郡 ( ベッドフォド ，フランクリン ， 

カンバーラ ソド ，ヨーク 等 ) は，地形の関係で ， 
フィラデルフィアよりもボルティモアの 経済圏 

に 属していた。 ハ一 ツは ， ペンシルヴ ヱ ニア ) 、 l 、 l 

内部諸地方のフィラデルフィアからのこのよう 
な遠心分離傾向を 強めた要因として ， (a) アレ ゲ 

ニ 一山脈の障害，㈲ 南東地方の旧文明圏と 新定 

住地の間の不可避の 心理的葛藤， ( 。 浦 東部文明 
圏へのドイツ 人の集中と新定住地へのスコット 
ランド，アイルランド 人の集中を挙げている。 

L. Hartz, Eco れ 0 笏な月 oZic ノ ㎝ ぱ De 笏 。 ㏄ 柑わ 

T ゎ 0 ひ ゑゎ t,  月 ， れ 魅が㏄ れ ia,  J ㍗ 6 Ⅰ 860 ， Camb- 

， idge, Mass. 1946, pp.l0 ， 22,  26. 

134)  詳しくは，本論文江 (48) の文献，および 楠井 『 ア 
メリカ資本主義と 産業革命』， pp.291 づ 95, を参 
照。 

135) ロ マクレイン報告書』のなかにも ，明らかにアイ 
アン・プランテーシ ， ンと 考えられる経営形態 

があ る。 これは へ ンシルヴ ヱ ニア川中部 Center 

郡のものであ る。 McLane,R ゆ 0 れ onM 伽が化・ 
幼 res, Vol. T, pp.286, 290 ・ かかる形態をと 

らなくても，過渡的経営形態として ，熔鉱炉と 
鍛造所との統合経営が 相当報告されている。 詳 

しくは， 柄 井『アメリカ 資本主義と産業革命 d, 
第 Ⅲ -7 表，とくに pp.470-71, を参照。 1.9 世紀 
後半の製鉄業における「統合経営」は ， アイア 

ン ・プランテーション 型の旧式統合経営の 解体 

りも， 同州西部の方が 僅かばかり凌駕していた 

と述べている。 P. Temin, 丘 0 れり 肋 ⑧ gcz 劫サ庇 

Ni れ efgenzA.C,nt%r ノ A 笏 ， ri,o,  A れ E,ono 笏 ic 

J れ gMir ノ ， Mass. 1964,  pp.l0 仁 101. 

139)  McLane, R ゆ 。 れ on  M 僻イ ㏄ 劫 WS,  Vol. 1, 
pp.243 ㍉ 4,  249 円 0 ． また，欄井 且 アメリカ資本 

主義と産業革命 コ ， pp.477 一 ， 78, 第 ⅢⅡ表を参 

，、 照。 、 

140) この点については ， Hartz, op. c 尭 ・に詳しい。 

是非参照されたい。 この場合， フィラデルフィ 
アとピッツバーバの 間に利害衝突があ ったこと 

についても，ハ 一 ツの 著書を参照。 

141) 保護貿易対策に 対しては， ペンシルヴ ヱ ニア州 

の製鉄関係者は ， ほとんど全面的に 賛成を表明 

している。 最大の原因は ， アレ ゲニ 一山脈越え 

の運送費が高かったために ，保護関税の 設定は， 

外国鉄の「西部」への 侵入を阻止し ， ピッツバ 

ーグ中心の製鉄業の 新しい動きを 掩護できたか 

らであ る。 また，ペンシルヴ ヱ ニア川西部の 製 

鉄業者は， これに加えて ， 農工連帯の国民的利 
益をはっきり 認識していた。 例えば， McLane, 

Re 戸 orf  on Mo 沖イ・ acfures,  VoI. I,  pp.235-39, 

274-276,  290,  321-22.  375.  383-85,  392-93, 

等を参照。 1820 年代のア ンゲニ 一山脈越えの 運 
賃 がいかに高くついたかについては ，次の資料 
を挙げておく。 

大西洋海港都市での 錬鉄価格 
Ct 当り ドル ) 

1814  年 

15 

16 

17 ～ 19 

21 ～ 22 

23 ～ 24 

125 ア ト ノ 148 

130 ～ M0 

1 Ⅰ 0 ～ 120 

90 ～ 100 

85 ～ 95 

90 ノ目ノ 95 
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後，新しく競争の 結果つくり出されたものであ 
ることに 注煮 されたい。 

136)  差し当り， L.Hartz,  op. cil ‥ pp.129-15l.  J. 
Rubin, An  I ㎡ tatiVe  PublicImprovement:  The 

PennsylVanla  MainIine,  in  C. God 「 iCh,  ed., 

Coo 竹 ials  囲ん A 佛 erzican  Econa 笏わ D 田ん 0 尹笏ク t, 

New  York  1961,  pp.67-114,  を参照。 

イギリス産錬鉄 190 ～ 200 

ボイラー用銭 350 

薄 板 360 
金 輪 250 

B.F. French, Hi 「 stor ノ o/  Ⅰ んそ Risea れは Pr Ⅰ <O9 Ⅰ ビ ss 

0/  th ヒ Ⅰ ナ 0 れ Tn na Ⅰ み e  o/  と わ %  し れ れ そ ば Sf Ⅰ a,a nes,  亡 p.21. 

137)  McLane,  Re タ oort  on. Ma 僻イ ㏄ 肋 res,  VoI. D, 
pp.243-244,  249-250,  252-253,  を参照。 

138)  肋材・， Vol. I,  pp.243-44,  249-50.  P  . テ一 ， 

ソは ， 1860 年以前の合衆国製鉄業の 発達のなか 
で， 石炭あ るいはコークス 製鉄技術の発達と 同 

程度にあ るいはそれ以上に ，「パドル 法 」，「圧延 

法 」の導入と実用化を 評価している。 そして， 
精錬部門の発達は ， ペンシルヴ ヱ ニア 川 東部 ょ 

142) 1844 年，合衆国ではじめてレール (T レール ) 
の圧延が開始された。 メリーランド 州マウント 

・サヴェイジュ 圧延所においてであ る。 French, 

0 タ ・ c 沖 ，， p.55; HMnt,s M ぴ柵僻ぬ，、 M&gazi れ e, 
Vol.x Ⅵ (1847),P.38; Temin. o タ ・ cif., p.117. 

これに引き続いて 1845 ～ 48 年に合衆国で 最初の 
レール工場の 建設ブームがくる。 ペソシルヴ ヱ 

ニア州でも，例えば 有名なレール 工場， モント 
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を 確認した上で ，製鉄業と鉄工業との 関係を論 
じ，鉄工業の 種類に応じて 変化する原料鉄の 相 
違が製鉄業 V こ どのような影響を 与えるかを検討 
しっ つ ， アメリカ製鉄業の 発展過程を跡 づ げ 

た。 この ょう な観点は本論文でも 継承されてお 

り，われわれは ， この立場から ， ピッツバーバ 

中心の製鉄業と「東部」の 製鉄業のちがいを 問 

題にしている。 

148) H ひれ t,s ,Mg 托肋んダ Magag 肋 g, Vol.n (l8A2), 
pp.521 モ 22, で は ， 1830 年に輸入された 鉄製品 
として次のものを 挙げている。 第 9 表に掲げた 

ものとほぼ同じであ るが，参考のためにあ げて 
おく。 火器 ( マスケット 銃 ・ライフル銃を 除く ) 。 
ナイフ， 斧 ，手斧，彫刻刀。 くつね 。 さお ばか 

り，計量器。 カットナイフ。 鎌 ，大鎌，草刈 鎌， 
、 ショベル。 24 ポンド以上のねじくぎ。 木ねじ。 

その他特別の 用途をもたない 鉄製品。 マスケッ 

ト 銃 。 ライフル 銃 。 鉄 ・鋼製針金。 鋲 ，鉤状 く 

ぎ 。 釘 。 長打。 錨鎖， 鎖 ，その部品。 加工まれた 
工場用クラソ ク および鉄製品。 工場用のこぎり。 
いかり。 金穴。 " ンマーおよび 大型 " ンマロ 

鋳物。 真楡 細工師用銭 桿 。 " 釘 およびスパイク 製 

造用 鉄桿 。 鉄板および鉄輪。 

149) この点は A. チャ ソドラ Ⅰ J,. によっても確認 
されている。 A.D. Chandle,,J,.,  T 尼 Ⅰ   な si もん 

H 篠か T 庇 -M 沖 ageriaZ  R 色 oZ 肋 ion  肪 A 緩 か 
ricd れ B,,si 化 SS,  Camb,idge,  Mass.  1977,  pp. 

56 円 7,  ( 鳥羽・小林 訳ニ 経営者の時代上 d, 
p.l0 ㌻ 10 め 。 

150)  Taussig, 0 タ・ c わ ・， p.71. 

151) このように述べると 恐らく反論が 提出されるか 
も知れない。 「アメリカ式工業」の 中核をなす 
「部品互換 制 」は ， コトン・ ジソ の発明家でもあ 
るイーライ・ホイットニ 一の小火器生産から 始 

まったものだと。 たしかにそうであ る。 私がこ 

こで述べたいのはそのことではない。 軍需また 
・は「西部」の 開発と結びついた 小火器工業の 展開 
は，チャンドラ ロ J 丘が捉えているよ う に，ス 
プリンバフィールド 兵器廠に代表される 合理的 

な大規模生産体制を 作り出した。 しかし， この 
発展は， この時代のアメリカ 工業の中心地ニュ 

ー・イングランドの 経済発展を直接リードする 

ものでなく，木綿工業，毛織物工業， 繊維機械 
工業その他の 産業発展の基礎の 上に咲いた大輪 
の花であ った。 「部品互換刑」の 発展の基礎には ， 

本文でみるようにすでに 植民地時代から 蓄積さ 
れた鋳造業の 発展があ ったし，自動 製釘機 (naiI 
cutte,) の発明 C1790 年， J. パーキンス ) に先鞭 
づ げら 牙   L だ 「自動機械装置」の 発達があ った。 

詳しくは欄井『アメリカ 資本主義と産業革命』， 
pp. 打 9-291, を参照。 

152) 例えば， MIfLan 。 ， R ゆ 。 rf On Md ㎝ ひが ",tur 。 S, 
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Vol. I, pp.212, 242, 508, 518, 520 ・ 

153) ひ a,k, o タ ・ cit., VoI. I, pp.416, 418 ㍉ 19. 

15 の ひ ark, 0 力 ・ お克 ， VoI. I, p.416; Temin, pp.44 
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